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「動詞性」「名詞性」から見た「する」付加される英語借用語の明治時代以降の
量的推移について
On the Quantitative Alternation of “suru”-Appended English Loanwords in terms of 
“Verbness” and “Nounness” after the Meiji Ea
野中　博雄
Hiroo Nonaka
要　約
　日本語に変換された英語借用語は語彙範疇化プロセスを経る．本論文は，英語借用のカタカナ語の借入時代が日
本語での語彙範疇化プロセスに影響するとの仮定に基づき，英語借用カタカナ語の「Xする構造」「形容詞＋X構造」
「Xをする構造」における「X」の「動詞性」「名詞性」と明治以降の借入時代の量的推移を考察したものである．
　「コンサイスカタカナ語辞典」（第2版，三省堂，2004）より，「する」を付加されて英語から借用した402語のうち，
借入時代が判明している400語が抽出された．それらの日本語での「Xする構造」「Xをする構造」「形容詞＋X構造」で
の統語的特徴が観察され，英語借用カタカナ語の「動詞性」「名詞性」の明治以降の時代変化との関連が考察された．
　結果は，『借用時の英語の「動詞性」は「する」付加を可能にし，「名詞性」は「形容詞＋X構造」「Xをする構造」における
使用を可能にするが，明治時代以降の「名詞性」の無い語の「名詞性」の獲得率は，借入時代が古いほど高くなる』こ
とを示唆している．
キーワード：「する」付加される英語借用語，動詞性，名詞性，借入時代
はじめに
　日本語において主に「勉強」「調査」などの二字漢
語の名詞に「する」を付加して「勉強する」「調査す
る」の様に動詞化する語類がある．同様に「アドバイ
ス」「ストップ」などの英語借用カタカナ語に「する」
を付加して「アドバイスする」「ストップする」の様
に動詞化する語類がある．「これらの英語借用カタカ
ナ語は日本語においてどのような語彙範疇に属するの
か」という疑問がこの研究の発端である．
　野中（2015）は，英語借用のカタカナ語について，
英語の品詞概念が借入後の日本語での品詞概念に影響
するとの仮定に基づき，「する」を付加されて日本語
に借用される英語の日本語での語彙範疇を考察するた
めに，「コンサイスカタカナ語辞典」（第2版，三省堂，
2004）より，「する」を付加されて英語から借用した
402語を抽出し，英語の品詞を，『プログレッシブ英和
中辞典』（第4版，小学館，2006）で確認し，次の10カ
テゴリーに分類した1）．
　①英語動詞借用カタカナ語
　②英語名詞借用カタカナ語
　③英語動名詞借用カタカナ語
　④英語形容詞借用カタカナ語
　⑤英語副詞借用カタカナ語
　⑥英語動詞複合分類借用カタカナ語
　⑦英語名詞複合分類借用カタカナ語
　⑧英語形容詞複合分類借用カタカナ語
　⑨英語前置詞複合分類借用カタカナ語
　⑩英語副詞複合分類借用カタカナ語
　さらに各カテゴリーの「形容詞＋ X 構造」「X をす
る構造」における統語的特徴について観察し，結論と
して，『英語借用語のカタカナ語の「X する構造」「形
容詞＋ X 構造」「X をする構造」における「X」の日
本語語彙範疇については，英語品詞の「動詞性」「名
詞性」の影響を受け，「動詞性」「名詞性」を持った日
本語動名詞としての統語的特徴を持つカタカナ語とな
る』とした2）．特に英語動詞借用のカタカナ語は他の
英語名詞借用カタカナ語，英語名詞借用カタカナ語，
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英語動名詞借用カタカナ語などに比べて「名詞性」獲
得比率が低かった．その理由として筆者は次のように
推測した．
　英語動詞を借用する時に「動詞性」を持つが故に
「X する構造」での使用を可能にし，「名詞性」は徐々
に獲得され，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」で
の使用が可能になっていったからだと考えられる．つ
まり英語は日本語に入れられる時，英語にも日本語に
も精通した話者が使い始め，徐々にカタカナ語として
定着する過程を辿ることから，初期の使用者は英語動
詞の束縛を受け，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」
で名詞として使用する表現を控えたことが考えられ
る．そして徐々に英語動詞の束縛が無くなり（英語動
詞から借用しているという認識がなくなり），名詞的
な使用が増えていったと考えられる．いわば「形容詞
＋ X 構造」「X をする構造」の両方，または一方が不
可能な英語動詞借用の語は「英語動詞借用のカタカナ
語」が名詞的使用に移行する過程の段階ともいえる3）．
　明治（1868-1912，約44年間），大正（1912-1926，
約14年間），昭和（昭和2年から20年，太平洋戦争終了
まで，1926-1945，約19年間），現代（昭和21年から平
成16年まで，1946-2004，約58年間）へと時代が推移
するにつれ，「する」付加される英語借用カタカナ語
の「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」で許容される
語の数は変化している．その語数や比率を観察するこ
とにより，語の「動詞性」「名詞性」の獲得はどのよ
うに捉えれば合理的なのか．また「する」付加される
「英語動詞借用カタカナ語」は他と違うのか．これら
の点を解明するために，筆者は「する」付加される英
語借用語カタカナ語の「動詞性」「名詞性」の獲得と
時代との関連ついて量的推移の点から考察することを
本稿の目的とした．
方　法
　本研究の基本的な手順は，野中（2015）において抽
出した「する」で動詞化される英語借用カタカナ語の
「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」での統語的デー
タに明治，大正，昭和（昭和2年から20年，太平洋戦
争終了まで），現代（昭和21年から平成16年まで）の
時代データを追加し，日本語対応語（漢語，和語）の
データを英語借用カタカナ語との統語的相違を比較す
るために追加することである．詳細な手順を次に示す．
①　『コンサイスカタカナ辞典』（第2版，三省堂，
2004）から「する」で動詞化される英語借用カタカナ
語402語を抽出し，「形容詞＋X構造」「Xをする構造」
での統語的データを入れる（野中，2015にて作成）．
②　英語借用カタカナ語402語の借入時代データ（同
辞典に記載されている）を①に追加する．このうち2
語は借入時代が不明なので400語となる．
③　英語借用カタカナ語に対応する日本語漢語（「す
る」付加される漢語）を，『コンサイスカタカナ辞典』
（第2版，三省堂，2004），『スーパー大辞林』（CD-ROM
版，三省堂，2004），　『プログレッシブ英和中辞典』
（第4版，小学館，2006）の3種の辞典で確認する．そ
れらの記載されているカタカナ語の意味のなかで「す
る」付加される漢語の表記があれば，それを抽出す
る．無ければ，「？」マークをつける．さらに「？」
マークを付けた語で和語の表現があれば，それを記載
する．
④　日本語対応漢語の「形容詞＋ X 構造」「X をする
構造」での統語的特徴を観察する．これら2種の構造
が可能な場合，「X」は「名詞」としての特性を持つ
ことがいえると仮定する故である．それらの語の「形
容詞＋ X 構造」「X をする構造」での可否については
平成29年8月17日～20日に Yahoo Japan で検索し，検
討した．
⑤　上記データ①～④のうち英語動詞借用以外の282
語を資料1とし，時代別語数，比率などのデータを取
り出して分析，考察する．
⑥　英語動詞借用カタカナ語118語について資料2にま
とめ，時代別語数，比率などのデータを取り出して分
析，考察する．
結　果
1 ． 英語借用カタカナ語に対応する日本語の統語的特
徴
　本節では，英語借用カタカナ語に対応する日本語の
統語特徴を観察することにより，英語借用カタカナ語
との比較を試みる．
　借入時代の判明している「する」で動詞化される英
語借用カタカナ語400語に対応する日本語（漢語，和
語）を資料1より観察すると，対応する日本語の無い
場合が11語あり，対応する日本語が存在する場合は延
べ語数389語（異なり語数では342語）あった．
　対応する日本語の無い11語を借入時代別にみると，
明治0語，大正0語，昭和8語（ペディキュア，ピン
カール，ホールインワン，ヘッディング，バウンド，
9
桐生大学紀要．第28号　2017
ノックアウト，ネット，ドリブル），現代3語（フルエ
ントリー，ドッグレッグ，タッチアップ）となった．
それらは借入時に日本語での概念を表す語が無く，そ
のままの使用が選択されたと考えられる．そのうち9
語がスポーツジャンルの語であり，2語が美容ジャン
ルの語であることから，英語借用カタカナ語全体にお
いてもスポーツや美容のジャンルの語に対応する日本
語がない比率が他より高いことが推測される．また明
治，大正は対応する日本語が存在したか，新しくその
概念を表す語が考案されたことも考えられる．
　資料1，2より，「する」で動詞化される英語借用カ
タカナ語400語に対応する日本語は，延べ語数389語
（異なり語数では342語）において「形容詞＋ X 構造」
「X をする構造」での使用が可能となる．つまり使用
可能度は100％といえる．漢語と和語の比率は，漢語
が365語（異なり語数では321語）で93.8％，和語が24
語（異なり語数では21語）で6.2％となる．このこと
は英語借用カタカナ語に対応する日本語の多くは漢語
が占めることを示している．それらの漢語は「動作性
を表す漢語」である．和語においても「動作性を表す
和語」が対応している．「動作性」を表す漢語や和語
の名詞に「する」を付けることで「サ変動詞」とな
る．「サ変動詞」が近代以降増加する史的変遷につい
て，安部（2009）が次のように指摘している．
　歴史的に，上代・中古において「用の類（動詞）」
が担っていた機能を，特に近代以降，名詞類の「人間
活動」に属する動作性の語彙（「勉強する」等の「～
する」でサ変動詞になる抽象名詞）が取って代わるよ
うになってきたことを意味し，それは同時に，動詞に
代わり得る名詞語彙の増加も意味する4）．
　ここで3つの点に注目しておく．第1点は，「対応す
る日本語」の無い場合が，明治0語，大正0語であった
こと，つまり明治，大正に借入された英語借用カタカ
ナ語には対応する日本語（漢語，和語）があったか，
または借入語の概念を造語として考案したということ
である．第2点は，対応する日本語の延べ語数389語
（異なり語数では342語）のうち延べ語数87語（異なり
語数40語）に重複があったこと（例えば「ブレンド」
「ミックス」「シャッフル」に対応する日本語が「混
合」，また「ミス」「エラー」に対応する日本語が「失
敗」になっているなど）である．この理由の一つは，
英語借用カタカナ語の原語のニュアンスを伝えるため
に同じ日本語の概念でもいくつかのカタカナ語が借用
されたと考えられる．第3点は，日本語対応語の「形
容詞＋ X 構造」「X をする構造」での使用可能度が
100％であることである．英語借用カタカナ語の「形
容詞＋ X 構造」「X をする構造」での使用可能な比率
については次節で観察するが，英語借用カタカナ語の
比率が日本語対応語と違っていることが考察されるべ
きことになる．
2 ． 英語借用カタカナ語の時代別語数 ・比率
2 . 1 ． 「形容詞＋ X構造」 「Xをする構造」
　本節では「形容詞＋ X 構造」と「X をする構造」
の時代別語数・比率を観察する．
　「コンサイスカタカナ語辞典」（第2版，三省堂，
2004）では，「する」で動詞化される英語借用カタカ
ナ語402語のうち「U ターン」「ディスクローズ」の2
語が借入時代不明となっている．したがって400語が
対象となる．
　表1は「形容詞＋ X 構造」での時代別語数・比率
をまとめたものである．明治は，「する」で動詞化さ
れる英語借用カタカナ語75語のうち75語（100.0％）
が「形容詞＋ X 構造」での使用が可能であり，以
下大正は50語中46語（92.0％），昭和は102語中95語
（93.1％），現代は173語中156語（90.2％）が使用可能
となっている．大正から昭和へは比率が1.1％上昇し
ているが，ほぼ明治から現代まで比率が漸減傾向にあ
るといえる．また，大正，昭和を一括りの時代区分
（以後，「大正・昭和」と表記）とすると，明治（約44
年間：100％），大正・昭和（約34年間：92.8％），現
代（（約58年間：90.2％）となり，比率は漸減する．
　英語借用カタカナ語の「形容詞＋ X 構造」におけ
る日本語対応語との比較でいえば，明治は日本語対応
語と同様に100％であるが，大正・昭和，現代へと時
代が下るにつれて使用可能な比率は下がっていく．つ
まり日本語対応語と離れていく．このことは古く借入
された語に「名詞性」が付加され，形容詞を付加する
ことが可能になったことが考えられる．
表1　時代別語数 ・比率 ： 「形容詞＋ X」
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　表2は「X をする構造」での時代別語数・比率をま
とめたものである．明治は，「する」で動詞化される
英語借用カタカナ語75語のうち74語（98.7％）が「X
をする構造」での使用が可能であり，以下大正は50語
中48語（96.0％），昭和は102語中95語（93.1％），現代
は173語中146語（84.4％）が使用可能となっている．
明治から現代まで比率が漸減している．英語借用カタ
カナ語の「X をする構造」における日本語対応語との
比較でいえば，明治は日本語対応語と同様に100％で
あるが，大正，昭和，現代へと時代が下るにつれて使
用可能な比率は下がっていく．つまり日本語対応語と
離れていく．このことも古く借入された語に「名詞
性」が付加され，「を」を付加することが可能になっ
たことが考えられる．
　図1は表1・表2をグラフ化したものである．●印の
実線は「形容詞＋ X 構造」の時代別変化であり，■
印の点線は「X をする構造」の時代別変化である．昭
和において語数比率が同じになっている．比率の差を
みると明治では「形容詞＋ X 構造」が1.3％上回り，
大正では「X をする構造」が4.0％上回り，昭和で同
率となり，現代では「形容詞＋ X 構造」が5.8％上
回っている．どちらかが常に優位ということはない．
このことは「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」の時
代における「名詞性」の獲得にどちらかが優位である
ことはないことを意味する．さらに「X をする構造」
は時代を経るごとに漸減しているといえる．また「形
容詞＋ X 構造」では大正・昭和で1.1％逆転するが，
ほぼ時代を経るごとに漸減しているといえる．
2 . 2 ． 「D型」 「英語動詞借用カタカナ語」
　本節では「する」で動詞化される英語借用カタカナ
語400語のうち「D 型（「形容詞＋ X 構造」「X をする
構造」両方とも可能な語のタイプで354語）」と「英語
動詞借用カタカナ語 D 型の（118語）」の時代別語数・
比率を観察する．まず「英語借用カタカナ語 D 型」
の語数・比率を表3に示す．
　明治は，「する」で動詞化される英語借用カタカナ
語（75語）のうち74語（98.7％）が「D 型」で，「形
容詞＋ X 構造」「X をする構造」の両方での使用が可
能であり，以下大正は50語中46語（92.0％），昭和は
102語中94語（92.2％），現代は173語中140語（80.9％）
が「D 型」となっている．図2は表3をグラフ化したも
のである．「英語借用カタカナ語 D 型」は，大正，昭
和で0.2％逆転するが，ほぼ時代を経るごとに漸減し
ているといえる．またまた，大正，昭和を一括りの時
代区分とすると，大正・昭和は92.8％となり時代ごと
に漸減しているといえる．
表2　時代別語数 ・比率 ： 「Xをする」
図1　時代別比率 ： 「形容詞＋ X構造」 「Xをする構造」
図2　時代別比率 ： 「英語借用カタカナ語 D型」
表3　時代別語数 ・比率 ： 「英語借用カタカナ語 D型」
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　英語動詞借用カタカナ語」は資料2にまとめられ　
ているが，「英語動詞借用カタカナ語（118語）」のう
ち「D 型（82語）」の語数・比率を示したのが表4であ
り，「英語動詞以外借用カタカナ語（282語）」のうち
「D型（272語）」の語数・比率を示したのが表5である．
　表4より，明治は，「英語動詞借用カタカナ語（6
語）」のうち5語（83.3％）が「D 型」で，「形容詞＋
X 構造」「X をする構造」の両方での使用が可能であ
り，以下，大正は9語中6語（66.7％），昭和は16語中
10語（62.5％）， 現 代 は87語 中61語（70.1％） が「D
型」となっている．明治と比較して比率の減少は，大
正16.6％，昭和20.8％，現代13.2％となっている．「名
詞性」獲得率の観点からみると，明治が最も高く，次
に現代，大正，昭和と低くなる．
　表5は「英語動詞以外借用カタカナ語 D 型（272
語）」の語数・比率を示しているが，明治は，英語借
用カタカナ語（69語）のうち69語（100.0％）が「D
型」で，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」の両
方での使用が可能であり，以下，大正は41語中40語
（97.6％），昭和は86語中84語（97.7％），現代は86語中
79語（91.9％）が「D 型」となっている．
　図3は表4・表5をグラフ化したものである．●印の
実線は「英語動詞以外借用カタカナ語 D 型」の時代
別変化であり，■印の点線は「英語動詞借用カタカナ
語 D 型」の時代別変化である．
　各時代において常に「英語動詞以外借用カタカナ
語 D 型」の比率が「英語動詞借用カタカナ語 D 型」
の比率を上回っており，その差は，明治16.7％，大正
30.9％，昭和35.2％，現代21.8％となっている．両者
の平均比率の差も27.0％となっている．このことは，
「英語動詞借用カタカナ語 D 型」が「英語動詞以外借
用カタカナ語 D 型」と比べて「形容詞＋ X 構造」「X
をする構造」両方での使用可能度が低いことを意味す
る．換言すれば，「英語動詞借用カタカナ語 D 型」は
「英語動詞以外借用カタカナ語 D 型」ほど「名詞性」
が獲得されていないことになる．逆に，「英語動詞以
外借用カタカナ語 D 型」は明治，大正，昭和あたり
ではほぼ100％に近く，日本語対応語と同様に「名詞
性」を持つが，現代で8.1％の語が「名詞性」を持っ
ていないことになる．ここでも大正，昭和を一括りの
時代区分とすると，大正・昭和は97.6％となり時代ご
とに漸減しているといえる．
　現代の視点で見れば，現代に借入された「英語動詞
以外借用カタカナ語 D 型」は明治に比べて「名詞性」
獲得率が8.1％低くなっており，大正・昭和に比べて
5.7％低くなっており，現代が最も低い比率である．
　一方，「英語動詞借用カタカナ語 D 型」は，昭和
（62.5％）が最も「名詞性」獲得率が低く，次に大正
（66.7％），現代（70.1％）となっている．この理由に
ついては今のところ不明であるが，少なくとも明治
（83.3％）が最も「名詞性」獲得率が高くなっている
ことはいえる．
考　察
1 ． 英語借用カタカナ語の 「動詞性」 「名詞性」 と時代
変化
　前章1と2.1での観察より，「する」で動詞化される
英語借用カタカナ語の「形容詞＋ X 構造」「X をする
構造」での使用可能比率において，「時代ごとに漸減
図3　時代別比率 ： 「英語動詞借用 D型」 「英語動詞以外借用 D型」
表4　時代別語数 ・比率 ： 「英語動詞借用カタカナ語 D型」
表5　時代別語数 ・比率 ： 「英語動詞以外借用カタカナ語 D型」
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している」のは，「X をする構造」での可能比率であ
る．「大正・昭和で逆転するが，ほぼ時代ごとに漸減
している」のは，「形容詞＋ X 構造」，「英語借用カタ
カナ語 D 型」，「英語動詞以外借用 D 型」の可能比率
である．さらに大正，昭和を一括りの時代区分とする
とそれらの比率は「時代ごとに漸減している」といえ
る．
　英語借用カタカナ語は，英語借用カタカナ語の日本
語対応語のように「形容詞＋X構造」「Xをする構造」
での使用が100％可能なわけではない．「する」付加さ
れる英語借用カタカナ語は日本語サ変名詞と同じくそ
の「動作性（動詞性）」を含むがゆえに「する」付加
が可能になるが，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」
での使用が不可能な語も存在する．それらの可能度の
時代別比率は，大まかにいえば「ほぼ時代ごとに漸減
している」（また大正，昭和を一括りの時代区分とす
ると「時代ごとに漸減している」）といえるが，明治
が最も高く，時代が現代に近づくにつれ，可能度が低
くなる傾向にある．つまり，新しく借入された「す
る」付加される英語借用カタカナ語は，「形容詞＋ X
構造」「X をする構造」両方，またはどちらか片方で
使用不可の語が多く，逆に古い時代である明治は，使
用不可の語が少なくなっている．このことは，英語借
用カタカナ語の「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」
両方，またはどちらか片方での使用可能度は時代が古
くなればなるほど上昇していくともいえる．換言すれ
ば，英語借用カタカナ語で最初から「名詞性」を持た
ない語は，時間の経過とともに「名詞性」を獲得し，
「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」での使用が可能
となり，日本語サ変名詞に近づいていくのではないか
と考えられる．ただ単純に英語借用カタカナ語は借入
時に日本語サ変名詞と同様に「名詞性」を持つわけで
はない．借入時代の古い順に英語借用カタカナ語が日
本語サ変名詞への順化を進めたと考えられる．
　ところが前章2.2. での観察より，「英語動詞借用カ
タカナ語 D 型」の場合は「時代を経るごとに漸減し
ている」，または「ほぼ時代ごとに漸減している」と
はいえない．「名詞性」の獲得率は「英語以外借用カ
タカナ語 D 型」より低い（明治16.7％，大正30.9％，
昭和35.2％，現代21.8％）が，表5で示したように，
明治（83.3％），大正（66.7％），昭和（62.5％），現代
（70.1％）となっており，最も古い時代である明治は
「名詞性」の獲得率が最も高いが，時代を経るごとに
漸減はしていない．これは「原語において名詞性がな
い」ことが影響しているかもしれない．つまり「英語
動詞借用カタカナ語」が「D 型」（「形容詞＋ X 構造」
「X をする構造」両方で可能）になるためには「名詞
性」の獲得が必要であるが，「原語において名詞性が
ない」という束縛が，カタカナ語使用者の「形容詞＋
X 構造」「X をする構造」での使用を阻み，英語以外
借用カタカナ語 D 型」ほど「名詞性獲得率」が高く
ならない理由だと考えられる．
　また「英語動詞借用カタカナ語 D 型」と「英語動
詞以外借用カタカナ語 D 型」の「名詞性」獲得率の
時代ごとの明らかな差は，「英語動詞借用カタカナ語」
が英語借用カタカナ語全体の「名詞性」獲得率の低下
に大きく影響を及ぼしているといえる．
　前章での観察結果は，『借用時の英語の「動詞性」
は「する」付加を可能にし，「名詞性」は「形容詞＋
X 構造」「X をする構造」における使用を可能にする
が，明治時代以降，「名詞性」の無い語の「名詞性」
の獲得率は，借入時代が古いほど高くなる』ことを示
唆している．
結　語
　本論文で筆者は，英語借用のカタカナ語の「X する
構造」「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」における
英語借用カタカナ語の使用可能度が明治時代以降，借
入時代の古さによって影響されると仮定し，「X する
構造」が可能な英語借用のカタカナ語402語にうち，
借用時代の判明している400語の「形容詞＋ X 構造」
「X をする構造」における統語的特徴を観察した．英
語借用語の原語に「動詞性」が含まれる場合，「する」
付加が可能となり，「名詞性」が含まれる場合，「形容
詞＋ X 構造」「X をする構造」での使用が可能とはな
るが，使用可能でない場合もあり，それらは借入時代
が新しくなるにつれて多くなっている．この理由は，
『「名詞性」の獲得率は，借入時代が古いほど高くなる
が故』と推測した．
　原語に名詞概念の無い「英語動詞借用カタカナ語」
の場合，両構造での使用可能度は「英語動詞以外借用
カタカナ語」より低くなっており，時代ごとに漸減し
ている現象はみられなかった．この理由は，『原語に
おいて「名詞性」がないという束縛が影響するが故』
と推測したが，この理由の妥当性については今後の更
なる研究を要する．
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資　料
略号一覧：明=明治　大＝大正　昭＝昭和（昭和2年～20年）　現＝現代（昭和21年～平成16年）
型A：「形容詞＋X」＝×，「Xをする」＝×　型B：「形容詞＋X」＝×，「Xをする」＝○
型C：「形容詞＋X」＝○，「Xをする」＝×　型D：「形容詞＋X」＝○，「Xをする」＝○
資料1　英語借用カタカナ語 （英語動詞借用以外） ・ 日本語対応語の統語的特徴と時代
No. カタカナ語 形容詞＋ X X をする 時代 型 日 本 語 対 応 語 形容詞＋ X X をする
1 デート ○ ○ 明 D ？逢引き 強引な ？○
2 グッドバイ ○ ○ 明 D ？暇乞い 見事な ？○
3 スライス ○ ○ 明 D ？薄切り 最適な ？○
4 ウエーブ ○ ○ 明 D ？波打ち 自然な ？○
5 カール ○ ○ 明 D ？巻き毛 綺麗な ？○
6 コール ○ ○ 明 D 合図、電話 微妙な ○
7 プレス ○ ○ 明 D 圧搾、強要 理想的な ○
8 ガイド ○ ○ 明 D 案内 親切な ○
9 マッサージ ○ ○ 明 D 按摩 下手な ○
10 プリント ○ ○ 明 D 印刷 高画質な ○
11 プラス ○ ○ 明 D 加算 必要な ○
12 スライディング ○ ○ 明 D 滑走 危険な ○
13 スライド ○ ○ 明 D 滑走 直線的な ○
14 コントロール ○ ○ 明 D 管理、支配、統制 いい加減な ○
15 アップ ○ ○ 明 D 完了 決定的な ○
16 ノート ○ ○ 明 D 記録 大切な ○
17 コーチ ○ ○ 明 D 訓練、指導 特殊な ○
18 カウント ○ ○ 明 D 計数、計量 苦手な ○
19 トンネル ○ ○ 明 D 後逸 運命的な ○
20 パス ○ ○ 明 D 合格 ミラクルな ○
21 プロテスト ○ ○ 明 D 抗議 猛烈な ○
22 アタック ○ ○ 明 D 攻撃 無慈悲な ○
23 スパイク ○ ○ 明 D 攻撃 無慈悲な ○
24 クロス ○ ○ 明 D 交錯 複雑な ○
25 スイッチ ○ ○ 明 D 交替 完全な ○
26 エラー ○ ○ 明 D 失敗 不注意な ○
27 スタート ○ ○ 明 D 出発、開始 新たな ○
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No. カタカナ語 形容詞＋ X X をする 時代 型 日 本 語 対 応 語 形容詞＋ X X をする
28 スタンバイ ○ ○ 明 D 準備、待機、用意 念入りな ○
29 スクラップ ○ ○ 明 D 処分、整理、廃棄、破棄 厳正な ○
30 サイン ○ ○ 明 D 署名、合図 無効な ○
31 セックス ○ ○ 明 D 性交 反倫理的な ○
32 カット ○ ○ 明 D 切断 残忍な ○
33 プレース ○ ○ 明 D 設置 適正な ○
34 キス ○ ○ 明 D 接吻 濃厚な ○
35 セレクト ○ ○ 明 D 選別 理不尽な ○
36 イメージ ○ ○ 明 D 想像 嫌な ○
37 フック ○ ○ 明 D 側面打撃 適切な ○
38 スケッチ ○ ○ 明 D 素描、写生 個性的な ○
39 パンチ ○ ○ 明 D 打撃、強打、穿孔 決定的な ○
40 ドロップアウト ○ ○ 明 D 脱落、中途退学 不用意な ○
41 ショート ○ ○ 明 D 短縮 大幅な ○
42 リレー ○ ○ 明 D 中継 不正な ○
43 マーク ○ ○ 明 D 注目、記録 社会的な ○
44 オーダー ○ ○ 明 D 注文 迅速な ○
45 クリア ○ ○ 明 D 超越、合格 一般的な ○
46 オーバー ○ ○ 明 D 超過 大幅な ○
47 ジャンプ ○ ○ 明 D 跳躍 果敢な ○
48 ストック ○ ○ 明 D 貯蔵、備蓄 上手な ○
49 マニキュア ○ ○ 明 D 爪化粧 伝統的な ○
50 ストップ ○ ○ 明 D 停止 安全な ○
51 シェービング ○ ○ 明 D 剃毛 丁寧な ○
52 ダイヤル ○ ○ 明 D 電話 不審な ○
53 エスケープ ○ ○ 明 D 逃亡、脱出 無駄な ○
54 スイング ○ ○ 明 D 動揺、回転 無意味な ○
55 ゴール ○ ○ 明 D 得点 決定的な ○
56 トレード ○ ○ 明 D 売買取引 効率 的な ○
57 エコー ○ ○ 明 D 反響 社会的な ○
58 コピー ○ ○ 明 D 複写、模倣 簡単な ○
59 カンニング ○ ○ 明 D 不正行為 重大な ○
60 スパート ○ ○ 明 D 噴出、力走 突発的な ○
61 ブロック ○ ○ 明 D 妨害、防御 有害な ○
62 サービス ○ ○ 明 D 奉仕、待遇 人道的な ○
63 スパーク ○ ○ 明 D 放電 微小な ○
64 キャッチ ○ ○ 明 D 捕獲 積極的な ○
65 カバー ○ ○ 明 D 保護、援護 社会的な ○
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No. カタカナ語 形容詞＋ X X をする 時代 型 日 本 語 対 応 語 形容詞＋ X X をする
66 タイプ ○ ○ 明 D 文字入力 基本的な ○
67 セット ○ ○ 明 D 用意、設定、整髪 入念な ○
68 リンク ○ ○ 明 D 連結、連動 基本的な ○
69 カーブ ○ ○ 明 D 湾曲 自然な ○
70 トータル × ○ 大 B 合計 単純な ○
71 キック ○ ○ 大 D ？蹴り 変則的な ？○
72 ウインク ○ ○ 大 D ？めくばせ 単純な ？○
73 アピール ○ ○ 大 D 哀訴 露骨な ○
74 ノック ○ ○ 大 D 殴打 凶暴な ○
75 ローリング ○ ○ 大 D 回転 無駄な ○
76 キープ ○ ○ 大 D 確保、保持 総合的な ○
77 スクープ ○ ○ 大 D 掲載、報道 最適な ○
78 バックアップ ○ ○ 大 D 後援、支援 積極的な ○
79 レクチャー ○ ○ 大 D 講義 貴重な ○
80 バック ○ ○ 大 D 後退 前向きな ○
81 チェンジ ○ ○ 大 D 交替 正式な ○
82 ブレンド ○ ○ 大 D 混合 均一な ○
83 ミックス ○ ○ 大 D 混合 迅速な ○
84 リード ○ ○ 大 D 指揮、先導 上手な ○
85 テスト ○ ○ 大 D 試験 標準的な ○
86 ミス ○ ○ 大 D 失敗 絶望的な ○
87 アウトプット ○ ○ 大 D 出力 急速な ○
88 ウォーミングアップ ○ ○ 大 D 準備運動 入念な ○
89 オーケー ○ ○ 大 D 承認、同意 最終的な ○
90 ロック ○ ○ 大 D 施錠 簡易的な ○
91 クローズアップ ○ ○ 大 D 接写 本格的な ○
92 アース ○ ○ 大 D 接地、地絡 様々な ○
93 プレゼント ○ ○ 大 D 贈呈 儀礼的な ○
94 スポイル ○ ○ 大 D 損壊 大規模な ○
95 オーバーラップ ○ ○ 大 D 重複 意図的な ○
96 スパイ ○ ○ 大 D 偵察、間諜、諜報活動 奇妙な ○
97 ディスカッション ○ × 大 D 討論、議論、論争、論議 闊達な ○
98 トライ ○ ○ 大 D 努力 地道な ○
99 バント ○ ○ 大 D 軟打 簡単な ○
100 インプット ○ ○ 大 D 入力 不正な ○
101 シュート ○ ○ 大 D 発射 過剰な ○
102 パラフレーズ ○ ○ 大 D 敷衍 豊穣な ○
103 マイナス ○ ○ 大 D 不足 人為的な ○
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No. カタカナ語 形容詞＋ X X をする 時代 型 日 本 語 対 応 語 形容詞＋ X X をする
104 カッティング ○ ○ 大 D 編集、裁断 高度な ○
105 インターセプト ○ ○ 大 D 妨害 有害な ○
106 ガード ○ ○ 大 D 防御、護衛 完全な ○
107 サーブ ○ ○ 大 D 奉仕 神聖な ○
108 ヒット ○ ○ 大 D 命中 必要な ○
109 キャンプ ○ ○ 大 D 野営、露営 安全な ○
110 ダウン ○ ○ 大 D 落下 安全な ○
111 バイバイ × × 昭 A ？暇乞い 唐突な ？○
112 エラボレート × × 昭 A 詳述、推敲 不正確な ○
113 ドリブル ○ ○ 昭 D ？ ― ―
114 ネット ○ ○ 昭 D ？ ― ―
115 ノックアウト ○ ○ 昭 D ？ ― ―
116 バウンド ○ ○ 昭 D ？ ― ―
117 ピンカール ○ ○ 昭 D ？ ― ―
118 ヘッディング ○ ○ 昭 D ？ ― ―
119 ペディキュア ○ ○ 昭 D ？ ― ―
120 ホールインワン ○ ○ 昭 D ？ ― ―
121 パンク ○ ○ 昭 D ？穴あき セクシーな ？○
122 オーバーラン ○ ○ 昭 D ？行き過ぎ 危険な ？○
123 バイ ○ ○ 昭 D ？暇乞い 適当な ？○
124 ファンブル ○ ○ 昭 D ？お手玉 意図的な ？○
125 トリミング ○ ○ 昭 D ？刈り込み 定期的な ？○
126 ダイビング ○ ○ 昭 D ？飛び込み スマートな ？○
127 ダイブ ○ ○ 昭 D ？飛び込み 危険な ？○
128 ブラッシング ○ ○ 昭 D ？ブラシ掛け 面倒な ？○
129 チャーター ○ ○ 昭 D ？借り切り 完全な ？○
130 ラッセル ○ ○ 昭 D ？掻き分け 簡単な ？○
131 トス ○ ○ 昭 D ？投げ上げ 巧妙な ？○
132 アイドリング ○ ○ 昭 D 遊転、空転、暖機運転 効果的な ○
133 ノッキング ○ ○ 昭 D 異常燃焼 代表的な ○
134 シフト ○ ○ 昭 D 移動 円滑な ○
135 ドライブ ○ ○ 昭 D 運転 下手な ○
136 ジャッグル ○ ○ 昭 D お手玉 無様な ○
137 オープン ○ ○ 昭 D 開店、開幕、開業、開放 豪華な ○
138 ターン ○ ○ 昭 D 回転、方向転換 無意味な ○
139 ショッピング ○ ○ 昭 D 買物 新たな ○
140 チェック ○ ○ 昭 D 確認 迅速な ○
141 シャットアウト ○ ○ 昭 D 完封 見事な ○
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142 リリーフ ○ ○ 昭 D 救援 的確な ○
143 メモ ○ ○ 昭 D 記録 著名な ○
144 スリップ ○ ○ 昭 D 空転 スムーズな ○
145 シード ○ ○ 昭 D 組合せ 豪華な ○
146 プログラム ○ ○ 昭 D 計画 現実的な ○
147 メーキャップ ○ ○ 昭 D 化粧 適切な ○
148 パスボール ○ ○ 昭 D 後逸、捕逸 運命的な ○
149 ディクテート ○ ○ 昭 D 口述 巧みな ○
150 ロックアウト ○ ○ 昭 D 工場閉鎖 全国的な ○
151 パレード ○ ○ 昭 D 行進 陽気な ○
152 オーバーヒート ○ ○ 昭 D 興奮 不思議な ○
153 エスコート ○ ○ 昭 D 護衛 十分な ○
154 エントリー ○ ○ 昭 D 参加登録 スムーズな ○
155 サポート ○ ○ 昭 D 支持、支援 圧倒的な ○
156 チャージ ○ ○ 昭 D 充電 頻繁な ○
157 マスター ○ ○ 昭 D 習得、会得 確実な ○
158 クローズ ○ ○ 昭 D 終了 正常な ○
159 ボイル ○ ○ 昭 D 蒸発 不安定な ○
160 スキップ ○ ○ 昭 D 省略 大規模な ○
161 プッシュ ○ ○ 昭 D 推進 総合的な ○
162 デザイン ○ ○ 昭 D 設計 先進的な ○
163 タッチ ○ ○ 昭 D 接触 直接的な ○
164 ピックアップ ○ ○ 昭 D 選出 適正な ○
165 シャンプー ○ ○ 昭 D 洗髪 適度な ○
166 インサート ○ ○ 昭 D 挿入 自然な ○
167 ノックダウン ○ ○ 昭 D 打倒 完全な ○
168 ボーリング ○ ○ 昭 D 地質調査 基本的な ○
169 アドバイス ○ ○ 昭 D 忠告、助言、勧告 有益な ○
170 ブレーク ○ ○ 昭 D 中断 一時的な ○
171 チャレンジ ○ ○ 昭 D 挑戦 新たな ○
172 プール ○ ○ 昭 D 貯蔵 長期的な ○
173 フォロー ○ ○ 昭 D 追跡 危険な ○
174 タイアップ ○ ○ 昭 D 提携 新たな ○
175 フィット ○ ○ 昭 D 適合 確実な ○
176 マッチ ○ ○ 昭 D 適合 確実な ○
177 タッチダウン ○ ○ 昭 D 得点、着陸 決定的な ○
178 ダッシュ ○ ○ 昭 D 突進 突発的な ○
179 ボイコット ○ ○ 昭 D 排斥、授業放棄 不条理な ○
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180 セッティング ○ ○ 昭 D 配置、設定 適正な ○
181 フォースアウト ○ ○ 昭 D 封殺 完全な ○
182 カムバック ○ ○ 昭 D 復活 鮮やかな ○
183 ダンピング ○ ○ 昭 D 不当廉売 暫定的な ○
184 ランク ○ ○ 昭 D 分類、評価 国際的な ○
185 リポート ○ ○ 昭 D 報告 簡単な ○
186 インタビュー ○ ○ 昭 D 面接、取材 正式な ○
187 トレース ○ ○ 昭 D 模写 効果的な ○
188 プレー ○ ○ 昭 D 遊戯、競技、演奏、芝居 危険な ○
189 セーブ ○ ○ 昭 D 抑制 過度な ○
190 フォール ○ ○ 昭 D 落下 重大な ○
191 リーク ○ ○ 昭 D 漏洩 大規模な ○
192 トラバース ○ ○ 昭 D 縦走、横断 静かな ○
193 スピン ○ ○ 昭 D 旋回 滑らかな ○
194 スピードアップ ○ ○ 昭 D 速度増加 単純な ○
195 タックル ○ ○ 昭 D 体当たり 危険な ○
196 シンクロ ○ ○ 昭 D 同期 不正な ○
197 エグジビット × × 現 A 展示、出品 効果的な ○
198 ジャック × ○ 現 B 強奪 完璧な ○
199 ペイ × ○ 現 B 弁済 有効な ○
200 フィクス ○ × 現 C 固定、修理 確実な ○
201 アフェクト ○ × 現 C 作用、影響 典型的な ○
202 アヘッド ○ × 現 C 前進 愚直な ○
203 ソフィスティケート ○ × 現 C 洗練 都会的な ○
204 ドッグレッグ ○ ○ 現 D ？ ― ―
205 フルエントリー ○ ○ 現 D ？ ― ―
206 チェックイン ○ ○ 現 D ？宿泊手続き、搭乗手続き 簡易な ？○
207 ハイジャック ○ ○ 現 D ？乗っ取り 様々な ？○
208 リワインド ○ ○ 現 D ？巻き戻し 単純な ？○
209 キルティング ○ ○ 現 D ？刺縫い 多彩な ？○
210 ペッティング ○ ○ 現 D 愛撫 唐突な ○
211 シェープアップ ○ ○ 現 D 運動、発展 適度な ○
212 リモートコントロール ○ ○ 現 D 遠隔操作、遠隔制御 悪質な ○
213 アシスト ○ ○ 現 D 援助 傲慢な ○
214 スピーク ○ ○ 現 D 演説、講演 有名な ○
215 リフォーム ○ ○ 現 D 改革 抜本的な ○
216 リコール ○ ○ 現 D 解職請求、回収 有効な ○
217 リシャッフル ○ ○ 現 D 改造 不正な ○
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218 キャンセル ○ ○ 現 D 解約 一方的な ○
219 スクロール ○ ○ 現 D 画面移動 自動的な ○
220 モニター ○ ○ 現 D 監視 基本的な ○
221 モニタリング ○ ○ 現 D 監視、観察 効率的な ○
222 チェックアウト ○ ○ 現 D 勘定、精算 有効な ○
223 フィードバック ○ ○ 現 D 帰還、自己調節 安全な ○
224 リクエスト ○ ○ 現 D 希望、要求、注文 新たな ○
225 ブロー ○ ○ 現 D 強打 獰猛な ○
226 リジェクト ○ ○ 現 D 拒絶、拒否 露骨な ○
227 プランニング ○ ○ 現 D 計画、立案、企画 緻密な ○
228 プログラミング ○ ○ 現 D 計画作成 適切な ○
229 ドッキング ○ ○ 現 D 結合 基本的な ○
230 アソシエート ○ ○ 現 D 結合、連合 基本的な ○
231 スローダウン ○ ○ 現 D 減速 急な ○
232 コンバート ○ ○ 現 D 交換 無駄な ○
233 シャッフル ○ ○ 現 D 混合、改造 効率的な ○
234 パック ○ ○ 現 D 梱包、包装 丁寧な ○
235 プリセット ○ ○ 現 D 事前設定 必要な ○
236 レコーディング ○ ○ 現 D 収録、録音 楽しみな ○
237 パトロール ○ ○ 現 D 巡視、巡回 効率的な ○
238 ダイエット ○ ○ 現 D 食事制限 極端な ○
239 スカウト ○ ○ 現 D 新人発掘 一般的な ○
240 ファック ○ ○ 現 D 性交 淫らな ○
241 プロデュース ○ ○ 現 D 制作 誠実な ○
242 ドレスアップ ○ ○ 現 D 正装、盛装 上品な ○
243 アプローチ ○ ○ 現 D 接近 危険な ○
244 コンタクト ○ ○ 現 D 接触、連絡、交際 濃厚な ○
245 スキャン ○ ○ 現 D 走査 長期的な ○
246 クリーンアップ ○ ○ 現 D 掃除、整頓 大ががりな ○
247 コンプロマイズ ○ ○ 現 D 妥協、和解 安易な ○
248 ストリップ ○ ○ 現 D 脱衣 冬場の ○
249 ブリーチ ○ ○ 現 D 脱色、漂白 綺麗な ○
250 ランディング ○ ○ 現 D 着陸、着地 危険な ○
251 リサーチ ○ ○ 現 D 調査 綿密な ○
252 コーディネート ○ ○ 現 D 調整 高度な ○
253 チューンアップ ○ ○ 現 D 調整 微妙な ○
254 コーディネーション ○ ○ 現 D 調整、一致 簡単な ○
255 ホップ ○ ○ 現 D 跳躍 果敢な ○
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256 チューニング ○ ○ 現 D 調律、調弦、調整 定期的な ○
257 マッチング ○ ○ 現 D 調和 国際的な ○
258 トリートメント ○ ○ 現 D 治療、処置、処理 長期的な ○
259 パージ ○ ○ 現 D 追放、粛正 一時的な ○
260 レジスト ○ ○ 現 D 抵抗、反抗 無駄な ○
261 リライト ○ ○ 現 D 訂正、修正 大幅な ○
262 バッフ ○ ○ 現 D テンプラ 見事な ○
263 インテグレート ○ ○ 現 D 統合 安全な ○
264 ディスピュート ○ ○ 現 D 討論、論争、口論 闊達な ○
265 ビルトイン ○ ○ 現 D 内蔵 高性能な ○
266 ハッスル ○ ○ 現 D 発奮、奮起 健全な ○
267 バースト ○ ○ 現 D 破裂 危険な ○
268 サンプリング ○ ○ 現 D 標本抽出 正確な ○
269 リプリント ○ ○ 現 D 複写、復刻、複製 簡単な ○
270 オーバーホール ○ ○ 現 D 分解修理、総点検 丁寧な ○
271 ソーティング ○ ○ 現 D 分類 様々な ○
272 パッケージ ○ ○ 現 D 包装 綺麗な ○
273 ファイル ○ ○ 現 D 保存 長期的な ○
274 エレクト ○ ○ 現 D 勃起、直立 急な ○
275 ネグレクト ○ ○ 現 D 無視、放置 意図的な ○
276 ミート ○ ○ 現 D 面会、接触 一時的な ○
277 ダイジェスト ○ ○ 現 D 要約 簡単な ○
278 リザーブ ○ ○ 現 D 予約 お得な ○
279 コメント ○ ○ 現 D 論評、批評、解説 公正な ○
280 ワープ ○ ○ 現 D 歪曲 意図的な ○
281 ハント ○ ○ 現 D 狩猟 本格的な ○
282 ハミング ○ ○ 現 D 低唱 特徴的な ○
資料2　英語動詞借用カタカナ語 ・日本語対応語の統語的特徴と時代
No. カタカナ語 形容詞＋ X X をする 時代 型 日本語対応語 形容詞＋ X X をする
1 クリエート ○ × 明 C 創造 具体的な ○
2 プロポーズ ○ ○ 明 D 求婚 強引な ○
3 オーソライズ ○ ○ 明 D 公認 正当な ○
4 リンチ ○ ○ 明 D 私的制裁、私刑 恣意的な ○
5 シンボライズ ○ ○ 明 D 象徴、象徴化 複雑な ○
6 コンデンス ○ ○ 明 D 濃縮、圧縮、凝縮 最適な ○
7 エリミネート × × 大 A 削除、除去 完全な ○
8 エンジョイ × ○ 大 B 享受、謳歌 官能的な ○
9 エキサイト × ○ 大 B 興奮、白熱 不思議な ○
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10 サジェスト ○ ○ 大 D 暗示、示唆 無茶な ○
11 レシーブ ○ ○ 大 D 受理、拝領 正式な ○
12 オミット ○ ○ 大 D 省略 大規模な ○
13 オルガナイズ ○ ○ 大 D 組織 オープンな ○
14 アイデンティファイ ○ ○ 大 D 認証 シンプルな ○
15 アナウンス ○ ○ 大 D 放送 迅速な ○
16 アプリシエート × × 昭 A 感謝、称賛 多大な ○
17 リアライズ × × 昭 A 現実化、実感、実現 意識的な ○
18 サティスファイ × × 昭 A 充足 精神的な ○
19 モノポライズ × × 昭 A 独占、占有 実質的な ○
20 ディスカス × ○ 昭 B 議論 不毛な ○
21 シンプリファイ ○ × 昭 C 単純化 過度な ○
22 ワインドアップ ○ ○ 昭 D ？振りかぶり 豪快な ？○
23 リタイア ○ ○ 昭 D 引退 シンプルな ○
24 モダナイズ ○ ○ 昭 D 現代化、近代化 効果的な ○
25 デディケート ○ ○ 昭 D 献呈、奉納、贈呈 正式な ○
26 ギブアップ ○ ○ 昭 D 降参 惨めな ○
27 モディファイ ○ ○ 昭 D 修正、修飾 大幅な ○
28 ジャスティファイ ○ ○ 昭 D 正当化 強引な ○
29 アレンジ ○ ○ 昭 D 調整 高度な ○
30 アメリカナイズ ○ ○ 昭 D 米国化 好戦的な ○
31 スーパーインポーズ ○ ○ 昭 D 映像編集 高度な ○
32 ナチュラライズ × × 現 A 帰化、順化 自発的な ○
33 プリパッケージ × × 現 A 事前包装 透明な ○
34 ディエスカレート × × 現 A 縮小 大幅な ○
35 ミスティファイ × × 現 A 神秘化 不思議な ○
36 ユニファイ × × 現 A 単一化 一般的な ○
37 アコモデート × × 現 A 適応、調停 積極的な ○
38 シビライズ × × 現 A 開化 日本の ○
39 サンベイズ × × 現 A 日光浴 適度な ○
40 エミット × × 現 A 放射、放出 強烈な ○
41 エンファサイズ × ○ 現 B 誇張、強調、力説 大げさな ○
42 コンピューターライズ × ○ 現 B 電算化 急速な ○
43 コンノート × ○ 現 B 内包、共示、含意 多重な ○
44 アポロジャイズ × ○ 現 B 弁解、謝罪、弁明 異常な ○
45 シンフォナイズ ○ × 現 C オーケストラ演奏 本格的な ○
46 リカバー ○ × 現 C 回復 驚異的な ○
47 コンピート ○ × 現 C 競争 熾烈な ○
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48 ドラマタイズ ○ × 現 C 劇化、戯曲化 果敢な ○
49 ブラッシュアップ ○ × 現 C 再勉強 必要な ○
50 イルミネート ○ × 現 C 照明 素敵な ○
51 ノミネート ○ × 現 C 選出 適正な ○
52 システマタイズ ○ × 現 C 組織化、体系化 中途半端な ○
53 ブリーチアウト ○ × 現 C 脱色、漂白 全体的な ○
54 トーンダウン ○ × 現 C 低下、鈍化 急激な ○
55 ジャパナイズ ○ × 現 C 日本化 強制的な ○
56 インボルブ ○ × 現 C 包含 明確な ○
57 タッチアップ ○ ○ 現 D ? ― ―
58 リフレッシュ ○ ○ 現 D 回復 劇的な ○
59 ズームイン ○ ○ 現 D 拡大 簡単な ○
60 スケールアップ ○ ○ 現 D 拡大 高度な ○
61 コンファーム ○ ○ 現 D 確認、追認 安全な ○
62 マージ ○ ○ 現 D 合併、併合 不適当な ○
63 コミット ○ ○ 現 D 関係、参加 密接な ○
64 マネージ ○ ○ 現 D 管理、支配、経営 杜撰な ○
65 サブスクライブ ○ ○ 現 D 寄付、予約 継続的な ○
66 フレッシュアップ ○ ○ 現 D 気分転換 上手な ○
67 スケールダウン ○ ○ 現 D 規模縮小 不可解な ○
68 エンカレッジ ○ ○ 現 D 激励 熱烈な ○
69 コントリビュート ○ ○ 現 D 貢献、寄与、寄付 多大な ○
70 ネゴシエート ○ ○ 現 D 交渉、協議 無理な ○
71 エスカレート ○ ○ 現 D 亢進、激化、高進 異常な ○
72 ダウンサイズ ○ ○ 現 D 小型化 大幅な ○
73 インスパイア ○ ○ 現 D 鼓舞、鼓吹 無意味な ○
74 リプロデュース ○ ○ 現 D 再生、再現、複写 見事な ○
75 オプティマイズ ○ ○ 現 D 最適化 効率的な ○
76 デリート ○ ○ 現 D 削除、消去、抹消 法的な ○
77 クォリファイ ○ ○ 現 D 資格獲得 有益な ○
78 リラックス ○ ○ 現 D 弛緩、緩和 急速な ○
79 ズームアウト ○ ○ 現 D 縮小 大幅な ○
80 アクセプト ○ ○ 現 D 受諾、承認 速やかな ○
81 パワーアップ ○ ○ 現 D 出力向上 効果的な ○
82 コンフォーム ○ ○ 現 D 順応、一致、遵奉 完璧な ○
83 ライトアップ ○ ○ 現 D 照明 お洒落な ○
84 イニシャライズ ○ ○ 現 D 初期化 正常な ○
85 ミスリード ○ ○ 現 D 人心操作 稚拙な ○
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86 プロモート ○ ○ 現 D 推進 総合的な ○
87 レコメンド ○ ○ 現 D 推薦、推奨、忠告 積極的な ○
88 メイクラブ ○ ○ 現 D 性交 過激な ○
89 ズームアップ ○ ○ 現 D 接写 本格的な ○
90 ログイン ○ ○ 現 D 接続開始 能動的な ○
91 ログアウト ○ ○ 現 D 接続解除 勝手な ○
92 インストール ○ ○ 現 D 設置 適正な ○
93 アテンド ○ ○ 現 D 世話、接待 余計な ○
94 アジテート ○ ○ 現 D 扇動 過度な ○
95 リファイン ○ ○ 現 D 洗練、精製 都会的な ○
96 リプレース ○ ○ 現 D 置換 特殊な ○
97 テークノート ○ ○ 現 D 注意、留意 十分な ○
98 アジャスト ○ ○ 現 D 調整、調節 定期的な ○
99 イラストレート ○ ○ 現 D 図解、例証 丁寧な ○
100 アダプト ○ ○ 現 D 適応、脚色 積極的な ○
101 アプライ ○ ○ 現 D 適用 厳格な ○
102 コミュニケート ○ ○ 現 D 伝達、通信、連絡 正確な ○
103 シンクロナイズ ○ ○ 現 D 同調、一致 安易な ○
104 キャラクタライズ ○ ○ 現 D 特性化 一般的な ○
105 エンコード ○ ○ 現 D 符号化、記号化 連続的な ○
106 アナライズ ○ ○ 現 D 分析、解析 綿密な ○
107 ディストリビュート ○ ○ 現 D 分配、配布 平等な ○
108 カテゴライズ ○ ○ 現 D 分類 植物学的な ○
109 ディスターブ ○ ○ 現 D 妨害、中断 卑劣な ○
110 インクルード ○ ○ 現 D 包含 柔軟な ○
111 プロテクト ○ ○ 現 D 保護 社会的な ○
112 サスペンド ○ ○ 現 D 保留、延期 適切な ○
113 アトラクト ○ ○ 現 D 魅惑 新たな ○
114 スペルアウト ○ ○ 現 D 明記、明文化 具体的な ○
115 シミュレート ○ ○ 現 D 模擬実験 簡単な ○
116 ローマナイズ ○ ○ 現 D ローマ字化 標準的な ○
117 パワーダウン ○ ○ 現 D 電圧低下 瞬時的な ○
118 アイディアライズ × × 現 A 理想化 過剰な ○
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On the Quantitative Alternation of “suru”-Appended English Loanwords in terms of 
“Verbness” and “Nounness” after the Meiji Ea
Hiroo Nonaka
Abstract
　English loanwords transformed into Japanese have lexical categorization processes applied to them.　This paper hypothe-
sizes that the borrowed eras of English loanwords (katakana words) inﬂuences the lexical categorization process in Japanese, 
and examines the “verbness” and “nounness” of “X” in the Japanese “suru （to do）”-appended English loanwords (“X-suru 
construction”), “Adjective + X construction” and “X-o-suru construction” and the quantitative alternation after the Meiji era.
　402 English loanwords which allow the“X-suru construction” in Japanese were extracted from the Concise Katakana Word 
Dictionary, 2nd edition (Sanseido, 2004）, and the borrowed era data of 400 English loanwords is listed in it.　The syntactic 
behaviors in the Japanese “X-suru construction,” “Adjective + X construction,” and “X-o-suru construction” were observed in 
order to identify the relations to the eras after the Meiji era.
　The results suggest that the “verbness” borrowed from English allows the “X-suru construction” in Japanese, that the 
“nounness” borrowed from English allows the “Adjective + X construction” and “X-o-suru construction” in Japanese, and that 
the acquisition of “nounness” for “nounless” English loanwords in the Japanese “Adjective + X construction” and “X-o-suru 
construction” is inﬂuenced by the borrowed eras after the Meiji era.
Keywords: “suru”-appended English loanwords, verbness, nounness, borrowed era
